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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域の持続可能性に寄与する「コミュニティ情報」を蓄積活用するための
コミュニティ・アーカイブのデザインを、学際的な研究チーム（都市工学、情報社会学、メディア学、デザイン
学、情報学）を構成し、収集（DST技法およびワークショップ技法を通じて）、収集（インターネットを経由し
て）、蓄積、活用の４つの「部分」にわけてそれぞれ実践的な取り組みをし、また実践を通じて総体としてのア
ーカイブのあり方についての慎重な議論を通じて、検討したものである。

研究成果の概要（英文）：This study examined the design of a community archiving for the accumulation
 and utilization of "community information" that contributes to the sustainability of the region, by
 constituting an interdisciplinary research team (urban engineering, sociology of information, media
 studies, design studies, and informatics), and through practical efforts in the four "parts" of 
collection (through DST techniques and workshop techniques), collection ( via the Internet), 
accumulation, and utilization, respectively, through practical efforts in each of these four 
parts," as well as through careful discussion of the archive as a whole through practice.

研究分野：都市計画、まちづくり

キーワード： コミュニティ・アーカイブ　ワークショップ　プレイスメイキング　デジタル・ストーリーテリング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はコミュニティ情報の収集・蓄積・活用を総体的に捉えて、それらを活用するための装置としてのコミュ
ニティ・アーカイブを、また情報が環流する様子をアーカイビング、すなわち静的なアーカイブではなくアーカ
イブすることやアーカイブされた情報を活用することに着目してそれぞれの部分の丁寧な設計と総体の様子とで
論じた点が学術的に意義深い。他方、研究遂行のためには具体的な地域での実践を行ったことから、当該地域に
おいては地域の持続可能性に寄与する「コミュニティ情報」のコミュニティ・アーカイビングが実現し、そのこ
とが直接的にまちづくりに貢献した点で社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 情報コミュニケーション技術の進展の中で人々は様々な情報交流手段を手に入れた。一方で

多くの情報に接することで、むしろ人々は排他的になったり個人が孤独したりするような社会

状況が生まれ、地域の持続可能性へ寄与する情報のデザインのあり方が問われている。 

 街やそこでの社会活動など多面的な地域環境について行政・市民・民間企業などの協働によっ

て改善を図ろうとするまちづくりにおいては、街のハードに関する整備だけではなくソフト的

なコンテンツも考慮する「場」づくりを意味する Placemaking や、長期的な社会的目標を実現す

るための短期的で小さな行動を実践する Tactical Urbanism といった、より身近な事象やコミ

ュニティへ焦点をあてた概念・実践が登場してきた。しかし、これらに関連した身近な住民意識・

地域環境に志向した情報（以下、「コミュニティ情報」とする）を如何にして活用していくかは、

地域・コミュニティの持続可能性に必要な重要な研究課題のひとつであるにも関わらず十分な

研究蓄積がない。 

 また、メディア・デザイン分野では、より多くの一般市民が地域・コミュニティへ参加する契

機となるメディア表現活動としてデジタル･ストーリーテリング（DST）技法に関する研究が進め

られたり、市民メディアのなかでも地域に根ざしたコミュニティ・メディアが展開されたりする

など、当該分野においても、より身近な事象や個人的な体験をコミュニティ情報として取り上げ

る動きが認められる。 

 一方で、近年、国家的で大規模な（デジタル）アーカイブス（例えば、国立公文書館デジタル

アーカイブや NHK アーカイブスなど）が構築され、2017 年にはデジタルアーカイブ学会が設立

された。しかし、これらは、身近な生活や暮らしに関わる事象の、それもより地域に固有のもの

や個人に起因するようなコミュニティ情報をアーカイブの対象とすることは稀であり、換言す

れば、アーカイブを市民参加型の方法論を用いて地域・コミュニティのために利活用するという

ことはほとんど行われていない。 

 

２．研究の目的 

 以上のように、コミュニティ情報は、その収集や表現についてはいくつもの市民参加型の実践

がまちづくり分野やメディア・デザイン分野で行われているものの、それらコミュニティ情報の

収集・蓄積・活用について総合的に検討されることは多くなく、それ故にコミュニティ情報がア

ーカイブ化されるには及んでいない。本研究では、コミュニティ情報が、現在・将来の持続可能

な地域・コミュニティに必要不可欠なものと位置付け、その収集・蓄積・活用とその相互作用も

含む一連のプロセスを「コミュニティ・アーカイブ」として、地域・コミュニティの持続可能性

に寄与できる「コミュニティ・アーカイブのデザイン」の在り方に関して研究を進めるものであ

る。 

 本研究は、コミュニティ・アーカイブを、コミュニティ情報を集める方法（収集）、集まった

情報を蓄積する社会的・情報工学的技術（蓄積）、蓄積された情報を地域・コミュニティのため

に利活用する方法（活用）の３段階でとらえ、その収集・蓄積・活用とその相互作用も含む一連

のプロセスが地域・コミュニティの持続可能性に寄与する方法を明らかにすることを目的とす

る。すなわち、地域の持続可能性のための「コミュニティ・アーカイブのデザイン」の在り方を、

個々の実践に携わってきたまちづくり、メディア・デザイン、情報工学などの研究者の学際的協



働による実践的研究によって明らかにするものである。 

 

３．研究の方法 

 下図に研究の方法と、研究代表者、研究分担者および連携研究者（当初）の役割を示す。①〜

④については、各種手法が有機的に相互連携し、コミュニティ・アーカイブとして機能する「部

分」であることを配慮して研究を進める。すなわち、収集（①②）の際には既にアーカイブされ

ているコミュニティ情報を適切に活用（④）する必要があるし、そのために蓄積の方法（③）は

収集と活用を十分に考慮したものとする必要がある。 

① コミュニティ情報の収集：DST 技法の発展的開発とワークショップ技法の検討・実践 

研究代表者および分担者がこれまでに開発研究してきた声による簡易的 DST の先進的な装

置である「テレフォノスコープ」や、場所の写真を収集しカルタとして表現することで街へ

の愛着を高める効果がある DST 活動である「コミかるた」をベースとして、それらを活用・

実践する空間のデザインも含めた総合的な DST 技法・ワークショップ技法の検討と実践をお

こなう。 

② コミュニティ情報の収集：インターネットを経由したコミュニティ情報収集の検討・実践 

研究代表者および分担者がこれまでに開発してきたインターネット地図型情報交流システ

ム「カキコまっぷ」や「景観脳データベース」の基本的機能をベースとして現在の ICT 要素

を追加したシステムを発展的に開発したり、既存の SNS の様子を観察したりすることで、イ

ンターネット上でのコミュニティ情報の収集と活用方法の検討・実践をおこなう。 

③ コミュニティ情報の蓄積：収集したコミュニティ情報の蓄積方法の検討・実装 

研究代表者および分担者が「都市の情報流」で情報の蓄積に関して示した情報技術・編集方

法・運営主体など運用上の技術や、従来のアーカイブ関連分野（図書館情報学、博物館分類

学など）の知見をもとに、コミュニティ・アーカイブの全体像を考慮して、コミュニティ情



報が適切に収集・活用されるための蓄積方法を検討し実装する。 

④ コミュニティ情報の活用：アーカイブされたコミュニティ情報の利活用の検討・実践 

研究代表者および分担者がこれまでに実践してきたコミュニティ情報の活用方法としては、

音声を地図やテキストと合わせて聞くもの（テレフォノスコープ）、インターネット上でコ

ミュニティの意見交換を促すもの（カキコまっぷ、景観脳データベース）、商店街の実空間

で表現するもの（まちづくりフラッグ）などがある。また、アーカイブされたコミュニティ

情報のごく単純な表示・閲覧方法についての検討も必要である。本研究ではこれらを総合的

に検討することで、地域・コミュニティの持続的な活動に寄与できる実践をおこなう。 

⑤ 総括：コミュニティ・アーカイブのデザインの検討・評価 

以上の実践的検討・研究を踏まえ、コミュニティ情報をコミュニティ・アーカイブとして収

集・蓄積・活用する方法を、総体的なデザインとして検討・評価する。検討・評価にあたっ

ては応募者全員が各専門研究分野からの知見を用いて学際的な議論を通じて結論に至る。 

 ①から⑤は、これまでに実践を行なってきた東京都文京区や東京都大田区の大森山王商店街

での実践となった。文京区は「区」という比較的広範なコミュニティを、大森山王商店街では商

店街を中心とした比較的狭域のコミュニティを対象とした検討・実践である。 

 

４．研究成果 

 本研究は既述の通り次の 4つの「部分」を念頭に実践的研究を経て総括をおこなった。(1) コ

ミュニティ情報の収集その 1「DST 技法の発展的開発とワークショップ技法の検討・実践」、(2)

コミュニティ情報の収集その 2「インターネットを経由したコミュニティ情報収集の検討・実践」、

(3)コミュニティ情報の蓄積「収集したコミュニ ティ情報の蓄積方法の検討・実装」、(4)コミュ

ニティ情報の活用「アーカイブされたコミュニティ情報の利活用の検討・実践」の４つである。 

 実践の１つ目の東京都文京区では、ワークショップ「あなたの名所ものがたり」シリーズを

2018年〜2022 年度にわたり継続して実践し、より「個人的なコミュニティ情報」の DST 技法に

よる収集方法を改良してデジタル化したものを蓄積する方法を進めた。特に 2021 年度は地域の

将来像を検討するグループワークを通じたワークショップを、2022 年度はこれまでの蓄積をも

とに自らのものがたりを着想するエピソード活用型ワークショップを展開した。他方、2020 年

度は COVID-19 感染拡大のため非対面での擬似ワークショップ(郵送によるコミュニティ情報の

収集)を実践した。また、ワークショップで収集・蓄積された情報は、収集された情報やワーク

ショップの記録そのものを地図・テキスト・音声・映像として web 上やイベント会場（文京区主

催）で公開し、また映像による市民コミュニケーションの場として位置付けることのできる文京

映画祭「文京映画祭」にて映像作品として開示した（2019 年度）。また 2020 年度は COVID-19 感

染拡大化で擬似ワークショップ実践と合わせて地域のケーブルテレビを活用し収集・蓄積され

た情報を活用した番組を制作し地域へ非接触型の「返す」取り組みを行なった。 

 ２つ目の実践の場である東京都大田区大森山王商店街では、商店街のアーケード下に連続的

に設置された吊り下げ型デジタルサイネージ「まちまど」へのコミュニティ情報の掲示をおこな

うための組織化と方法確立のための実践（編集会議の編成）をおこなった（2018 年度）。また、

地域情報を収集・編集・提示する一連の活動を包含した「大森ショートムービーコンテスト」お

よびそのためのムービー作成ワークショップを開催してコミュニティ情報に関する収集・編集・

活用を進めた（2019 年度）。 

 「インターネットを経由したコミュニティ情報収集の検討・実践」については、インターネッ

ト上のコミュニティ情報を取得するため上述の 2 地区(東京都文京区、東京都大田区大森山王)



を対象とした Twitter 情報の収集を続け、その傾向を分析した。 

 統括のための活動としては、2018 年 6 月に国際ワークショップ「Doing Digital Methods: 

Interdisciplinary Interventions」にて本取り組みをプレゼンテーションおよび実践して議論

を深めた。また、2022 年 9 月には研究を統括する公開研究会「デジタルストーリーテリングと

コミュニティデザイン-ワークショップやツールの展開-」を愛知淑徳大学で開催し、研究代表

者・分担者ほか計 6名（当初の連携研究者）からの話題提供と会場参加者も交えて有意義な意見

交換が実施された。意見公開会の様子はホームページで公開する。 
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